
琉球大学学術リポジトリ

女子学生が認知する母親像と父親像について　―母
親と父親に対する性役割評価を中心に―

言語: 

出版者: 琉球大学教育学部

公開日: 2008-01-15

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 道田, 泰司, 前堂, 志乃, 富永, 大介, Michita,

Yasushi, Maedo, Shino, Tominaga, Daisuke

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/2957URL



女子学生が認知する母親像と父親像について

一母親と父親に対する性役割評価を中心に－

道田泰司、前堂志乃・富永大介
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YasushiMichita，ShinoMaedoandDaisukeTommaga

問題 性の再確認が必要となる時期である。この区分を

基に岡本の研究では、それぞれの時期におこる自

我同一性の危機やそれによって生じる葛藤状態に

ついて検討されている。その結果に基づき、女性

のライフスタイルには、各時期に対応した役割変

化を通して社会や家族と関わりながら自己実現を

はかり、女性としての自我同一性の確認を繰り返

していくという側面があることが示唆されてい

る。このように、現代女性が家庭や社会に期待さ

れている新しい役割を果たしつつ新たなライフス

タイルを確立していくためには、依然として様々

な問題が残されており、今後も女性を取り巻く環

境、女性に期待されている役割、女性自身が望む

女性の役割などに関する様々な情報の集穂が必要

とされている。

ところで、女性の役割の中にはく母親となって

子供の役割獲得のモデルとなるという重要な側面

がある。即ち、新たなライフスタイルを確立しよ

うとする母親の姿は、これから女`性が社会や家庭

で果たしていく新しい役割についての認識を次の

世代へと伝える媒介的な役割を担っているともい

える。この点から考えると、母親が職業や家事を

通して生き生きと活動している姿が、女子学生の

将来や職業に対する展望に影響を与えることは想

像に難くない｡実際に､生き生きとした母親像が、

娘のライフスタイルやその中に含まれる役割につ

いての意識に影響を及ぼすことが示唆されている

（小花和、１９９２；浦上・小花和、1993,1994)。

この結果からも、女子学生は、仕事を持つ成人と

しての母親をより身近なモデルとして認識してい

ると考えられる。従って、今後の女性の役割やラ

女性の社会進出がめざましい今日、女性の役割

は、結婚し、子供を産み、育てるという伝統的な

役割だけにとどまらなくなってきた。女性達は、

生涯を通して職業を持ち続けること、あるいは趣

味や興味を追求することで、自己を豊かにし、さ

らには社会にも貢献していけるような人生を望ん

でいる。そのため現代の女性は、職業人として、

女性として、妻として、母親としての、多面的な

役割を求められている。そして、それに応えてい

く中で、自己の同一性を確認し自己実現をはかっ

ていかなければならない。ゆえに、女性が家庭を

持ちながら仕事も続けることを希望し実行してい

くということは、従来の伝統的なライフスタイル

には当てはまらない状況に直面し、数多くの問題

を抱えることになるといえる。

これらの問題についての精力的な研究の一つと

して女性の成人期における自我同一性に関して検

討した岡本（1994）の研究がある。その研究のな

かで、岡本は、女性の自我同一性が成熟していく

過程には大きく分けて３つの時期が存在すると説

明している。ｌつめは、青年後期から中年期にか

けて社会人あるいは職業人として職業同一性が確

立される時期。２つめは、中年期から中年後期に

かけて、結婚、出産による女性性や母性性の必要

性から確立される母親同一性と、既に確立されて

いる職業同一性との間で葛藤が生じる時期。３つ

めは、中年後期に子供が巣立つことにより母性同

一性の揺らぎ（空の巣症候群とも呼ばれる）が生

じ、全ての役割を統合した全人間的な自我同一
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て、女子学生においては、個人の願望と社会の期

待の両次元では人間性（Humanity）役割が重視

されているが、現状の自己評価が願望や社会の期

待と一致しない場合が多く、葛藤状態に陥りやす

いことが報告されている。これらの結果を踏まえ

て、これからの、女性あるいは男性の役割には、

従来の女性性と男性性という２極的な分類だけで

はなく、両方の性に共通するような中性的あるい

は人間的な役割を取り入れていく必要があること

が示唆されている〈平川,1992；伊藤､1978,1981,

1986；伊藤・秋津、1983)。

以上、女性の性役割のついての先行研究の結果

をまとめると、職業を持ちながら家庭も維持し続

けようとする女性は、自己の願望としての性役割

および社会に期待されている性役割の両方におい

て、人間性（Humanity）役割を特に重視し、そ

の役割を身につけていかなければならないと考え

ている。また、女性は、自己の願望として人間性

（Humanity）や男性役割にウェイトを置き女性

役割を低く評価しているのに対して、社会的には

伝統的な女性役割も必要ときれ続けているため

に､両者のギャップによる葛藤状態に陥りやすい。

そのため、社会や家族形態などの環境が大きく変

化し、女性でも男性と同等に職業人としての社会

的役割が期待されている現代では、従来の２極分

化（女性性一男性性）した性役割構造ではなく、

生物学的性（sex）に規定されない、人間性

（Humanity）役割の側面が必要とされてきてい

る。

それでは、女性の生き方のモデルとされる母親

の性役割を娘はどう認知しているのであろうか。

母親に対する評価においても、先行研究によって

示されたような､女性における人間性(Humanity）

役割の重視が見られるであろうか。

現代の女子学生は母親の役割をどう評価しどの

ような役割を期待しているのだろうか。例えば、

伝統的な女性や母親としての役割以外に評価ざれ

必要とされている役割があるのか。また、色々な

役割の中で、母親において特に重視きれている役

割があるのか。さらに、父親の役割に対する評価

と比較した場合では、女親であることによる特有

な違いがみられるのか。女子学生の母親に対する

認知的側面に関するこれらの問題点について調べ

イフスタイルを理解していく上で、娘である女子

学生が、女性や母親の今現在の役割をどう評価し

ているのか、あるいは、女性や母親に対してどん

な役割を期待しているのかについて検討していく

ことは重要な問題である。

では、一般的には女性あるいは母親の役割はど

のように認識されているのだろうか。近年の性役

割についての多くの研究において､一般に女性は、

女性の役割として女性役割よりも男性役割の方を

より重視していることが報告されている（平川、

1992；伊藤、1978,1981,1986；伊藤・秋津、

1983；柏木、1972,1974；白木・福富、1989)。

特に､高校から大学あるいは専門学校へと進学し、

職業人として生きていく希望が強い女子学生は、

男性役割を重視し女性役割を低く評価しているこ

と、男性役割を重視する自己評価や自己の願望と

は逆に、社会的には女性役割を多く求められるこ

とから、女性においては葛藤状態が生じやすいこ

とが報告されている（平川,1992；伊藤、1978,

1981,1986；伊藤・秋津、１９８３；白木・福富、

1989)。また、伊藤（1978）は、女性や男性の性

役割を示す特性語を用いて性役割を捉えるための

尺度の作成を試み、従来の女性性、男性性には組

み入れられない人間性（Humanity）役割を新た

に加えた､MHFscaleを作成した｡伊藤(1978)は、

このMHFscaleを用いて20代と50代の男女（既婚

者）において、個人的評価、社会的評価、異性へ

の期待、自身への役割期待の４つの次元で性役割

を評価きせ比較している。その結果、特に女性は

女性役割より以上に人間性（Humanity）役割を

評価し、社会的にも望まれる性質であると考えて

いることが明らかにされた。その後、大学生の性

役割の認知的側面について検討した白木・福富

（1989）の研究でも、性役割特性語の中から伊藤

（1978）が示したような人間性（Humanity）因

子が抽出された。加えて、女子学生は、人間性

（Humanity）を女性の中心的性役割であると捉

えていることが示され、伊藤（1978）の先行研究

を再確甑する結果となっている。また､MHFscale

を用いて大学生の性役割の認知の在り方とそれに

付随する葛藤の状態について検討した平川(1992）

の研究では、男女学生ともに人間性(Humanity）

の項目に対する評価が高いことが示された。加え
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ていくことで、母親を通して若い女性が学んでい

く女性の役割あるいは生き方を知ることができる

と考えられる。さらに、これから社会へ出て活躍

する女性の予備軍である女子学生が持つ母親の役

割についての意識を明らかにしていくことは、こ

れからの女性のライフスタイルとその中に含まれ

る役割を探る上で役立つ情報を得ることができる

と考えられる。

従って、現代の女性の新しいライフスタイルを

探る試みの一つとして、娘の認識する母親の役割

に関するデータを得るために、実際に女子学生が

両親をどのように認知しているのかを調べる必要

がある。そこで、女性の新しいライフスタイルと

それに含まれる様々な役割を明らかにしていくた

めの基礎的な資料を得るための初期的な研究とし

て、本研究では、女子学生の認知する母親像を父

親像との比較を通して明らかにしていく。

沖縄県内、県外ともに1993年の７月－８月の期間

に実施した。

質問紙の構成

調査内容は、大きくわけて以下の３つの部分か

らなる。

１．伊藤(1978)の作成したMHFscale(30項目）

を性役割尺度として用い、以下の２種類の設問に

より自分の父親と母親について評価させる質問項

目。項目の内容は、Tablelに示した。

父親に対する評価：以下のそれぞれの項目につ

いて､あなたの父親にどの程度当てはまりますか。

当てはまる程度に応じて、それぞれの箇所に○を

つけて下さい（注：父親がいないときは解答しな

くてもいい）

母親に対する評価：以下のそれぞれの項目につ

いて､あなたの母親にどの程度当てはまりますか。

当てはまる程度に応じて、それぞれの箇所に○を

つけて下さい（注：母親がいないときは解答しな

くてもいい）

上記の２つの設問に基づいて、性役割を示す３０

個の項目それぞれに対して､｢そうである（１点)｣、

「どちらかというとそうである（２点Ⅲ「どち

らでもない(３点)｣､｢どちらかというとちがう（４

点)｣、「ちがう（５点)」の５段階で評定きせた。

両親に対して評価力塙い段階の反応に、低得点

を与えるように得点化した。

２．対象者の意識

対象者が自身の将来や現在の家庭について持っ

ている意識について、卒業後の就業の意志、父親

あるいは母親と同様な生き方を望むか、父親ある

いは母親からの影響の有無、父親あるいは母親に

対する尊敬の程度、両親の地位の平等、結婚後の

家事の分担、現在の家庭の幸せ、女性の修学の必

要性、自己の性の受容、などの項目に関する設問

（12項目)。

３．対象者の人口学的特性（Demographic

Characteristics，ＤＣと略す）

門限の有無、家族との同居の有無、兄弟姉妹の

有無、長子であるか否か、性別、出身地、父親の

職業、母親の職業、などに関する設問（８項目)。

目的

本研究の目的は、女性の新しいライフスタイル

とそこで求められる様々な役割を明らかにしてい

くために、伊藤（1978）の作成したMHFscaleの

性役割特性語を用いて、女子学生の認知する母親

像と父親像を調べることである。具体的には以下

の点について検討する。①母親に対して女性性や

母性性を示すような伝統的な役割を求めている

か。②先行研究で明らかにされたような、自己の

役割に関する人間性役割重視の傾向が母親に関す

る評価にも現れてくるのか。③父親に関する役割

評価との比較においては母親に特有な違いがみら

れるだろうか。

方法

調査対象者および手続き

沖縄県出身者と県外出身者の学生659人を調査

対象者とした。このうちで男子学生のデータと、

無回答の項目のあった121人とを除外し、女子学

生のみ444人を分析対象とした。内訳は、沖縄県

出身者226人(50.9％)､県外出身者218人(49.1％)、

であった。

調査は、質問紙を用い、集合調査法によって、
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結果 第１因子は｢決断力のある｣､｢自己主張できる｣、

「行動力のある」などの項目に因子負荷量が高

かった。第１因子を構成する項目は、父親に対し

て求められる性役割と考えられることから、第１

因子を「父性性」と命名した。

第２因子は「暖かい｣、「誠実な｣、「献身的な」

などの項目に因子負荷量力塙かつた。第２因子を

構成する項目は、母親に対して求められる性役割

と考えられることから、第２因子を「母性性」と

命名した。

第３因子は、「色気のある｣、「おしゃれな｣、

「優雅な」などの項目に因子負荷還力橋かつた。

第３因子を構成する項目は、女性らしさに関する

性役割特性語と考えられることから、第３因子を

「女性性」と命名した。

第４因子は、「明るい｣、「静かな｣、「あいきよ

うのある」などの項目に因子負荷量が高かった。

第４因子を構成する項目は、母親・父親あるいは

女性・男性のどちらにも共通する性役割と考えら

れることから、「人間性」と命名した。

母親と父親それぞれの性役割得点を比較するた

めに、各因子の性役割得点と４因子の総得点は、

母親と父親について別々に算出した。各因子の性

役割得点は、その因子に属する項目得点の和を項

目数で除し、４因子の総得点は４因子全部の項目

得点の和を項目数で除して算出したものである。

ただし､本研究では､各項目に対する評価が高い

反応であるほど低得点を与えるように得点化した

ため、性役割得点が低いほど両親に対する評価が

高いと判断していることに注意していただきたい。

性役割の４因子間の関係と母親と父親による違い

上記に得られた性役割の４因子の間にどのよう

な関係が存在するかを、母親と父親の各因子の性

役割得点について、相関分析および分散分析（下

位検定はすべてTukeyの法で行ない、有意水準

は５％とした）によって検討した。その結果を、

母親についてはTable2に、父親については

Table3にそれぞれ示した。

母親について（Table2を参照）

相関分析の結果からみると、母親の４因子の性

役割得点においては、父性性と母性性、女性性、

人間性の間に有意な高い正の相関関係がみられ

た。また母性性と、女性性および人間性の３因子

因子分析

女子学生の認知する母親像と父親像を明らかに

するために、母親と父親のデータそれぞれについ

て、本研究で使用した性役割尺度項目に関して、

統計パッケージSAS（StatisticalAnalysisSys

tem）の中の主成分法、バリマックス法による直

交回転を用い、因子分析を行なった。因子分析の

結果、母親と父親の各因子を構成する項目が同じ

であったため、母親と父親のデータを込にした上

で、再度同様な因子分析を行なった。固有値１以

上、寄与率５％以上という基準で４因子を抽出し

た（Tablelを参照)。因子負荷量が.40以上で、

他の因子との負荷量の絶対値の差が.'0以上の項

目を当該因子に属する項目と判断した。

Tablel性役割項目に関する因子分析

因子エ因子Ⅱ因子Ⅲ因子Ⅳ共通性

・決断力のある 回、0４－．0５．０３．６４
・自己主張できる 画一.0８．０４．１９．５９
・行動力のある 画一.0４．０９．２４．６１
・指導力を持った 回、1７－．０１．０６．５７
・自分の生き方がある回、1１．０３．０２．５４
・意思の強い 回１５‐､01-.0７．５２
・信念をもった 回、３４．０９‐､1０．５１
・視野が広い 回、25.18-.0４．４２
・大胆な 画一.1６．２１．４０．５１
.頭の良い 回・麺、19-.24.40
・率直な 回、0６．０６．２８．３５
・冒険心に富んだ 画一.0５．２７．３３．４３
。たくましい 囚、2５－．０９．２４．鍵
.暖かい、ｌ１ＥＺｎ．1５．２２．６７
・賊実な、２２回、04-.10.62
・献身的な608国、1７．１４．５３
・心のひろい、２０回、1７．０６．５１
・従jCIな‐､１０回、2５．０４．４４
.忍耐強い、２６回、02-1.3.40
・色気のある、０５．０８回、1１．６１
・おしゃれな、１４．０７回、2０．５９
・優雅な、１７．２６回、00.60
・繊細な-.00.34回-.2７．４８
．明るい、１９．２９．２０匝ロ．7０
・静かな、０５‐､２８‐､０５回、5８
・あいきようのある、０５．４５．２１国、６６

￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■－－－－■￣￣￣■￣｡￣－－－－－－－－－－－＝－－－－￣￣￣￣￣￣￣￣Ｃ￣｡－勺ご＝こるご己一

・頓I'がいのある、5２、鍵、0１、1２、5８

｡かわいい－．０７、4５．“、3２、5３

・官葉づかい力寸寧な、0７、4２、4５－．２２、4３

・健康な、1６、1３－．１４、2５、1２

寄与率（％）

累穣寄与率（％）

26.0１２．４７．７5.5

26.0３８．４４６．０５１．６

因子エ：父性性

因子Ⅲ：女性性

因子Ⅱ：母性性

因子Ⅳ：人間性
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係が存在している。

父親の性役割得点においては、父性性に対する

評価が商いほど、母性性、女性性、人間性に対す

る評価も高くなった。また、母性性に対する評価

が高いほど女性性に関する評価も高くなった。

性役割の４因子についての１要因の分散分析の

結果、父親の４因予の性役割得点の間に有意差が

みられ（Ｆ(3,443)=381.9,ｐ＜､001)、女性性

因子は、他の３つの因子よりも性役割得点が高

かった。すなわち、父親においては、父性性、母

性性、人間性に対する評価に差はなく、この３因

子に比べ女性性に対する評価が低かった。

母親と父親の性役割得点の比較(Figurelを参照）

４因子の性役割得点と総因子得点それぞれにつ

いて、母親と父親の性役割得点の比較をする１要

因の分散分析を行なった｡。その結果、父性性に

おいては母親と父親の性役割得点には差がなく、

その他の３因子と総因子得点においては母親と父

親の性役割得点に有意差がみられた。母性性（Ｆ

（1,443)=74.29,ｐ＜､001)、女性性〈Ｆ(1,443）

＝385.27,p＜､001)、人間性（Ｆ(1,443)=112.63、

p＜､001)、総得点（Ｆ(1,443)=82.07,,＜,001）

のいずれにおいても父親よりも母親の性役割得点

の方が低かった。性役割特性全体に関しては、父

親よりも母親に対する評価の方が高かった。父性

性因子においては両親に対する評価の間に違いは

なく、母性性、女性性、人間性の３因子において

は､父親よりも母親に対する評価の方が高かった。

－母親

父性性一ﾛｰ父親

ＴａｂＩｅ２

母親の性役割の各因子の得点およびその相関

Ｍ(S､）１．２．３．

2.44(､71）

2.11(､69）

2.95(､74）

1.86(､66）

1．父性性

2．母性性

3．女性性

4．人間性

､31＊中中

､32＊＊＊

､37＊＊わ

､32＊＊＊

､14＊＊、0８

Notes＊＊＊ｐ＜、001、＊＊ｐ＜、０１，＊ｐ＜、0５

ＴａｂＩｅ３

父親の性役割の各因子の得点およびその相関

Ｍ(S､）１．２３．

1．父性性

2．母性性

3．女性性

4．人間性

2.40(､74）

2.51(､83）

3.76(､78）

2.43(､92）

､４１＊＊＊

.28＊＊＊

､29＊＊＊

､38＊＊＊

､15＊＊、0３

Notes＊＊＊ｐ＜、001,＊＊ｐ＜、01,＊ｐ＜、0５

の性役割の間にも有意な正の相関関係がみられ

た。特に、母性性と女性性の間に高い正の相関関

係が存在している。母親の性役割得点は、父性性

が低得点であるほど、母性性､女性性､人間性の得

点も低くなっており、言い換えると、父性性に対

する評価が高いほど、母性性、女性性、人間性に

対する評価も高くなった｡また､母性性に対する評

価が高いほど女性性に関する評価も高くなった。

性役割特性の４因子についての１要因の分散分

析の結果、母親の４因子の性役割得点の間に有意

差がみられ〈Ｆ(3,443)=272.9,,＜､001)、各

因子は、女性性＞父性性＞母性性＞人間性の順で

性役割得点が低かった。すなわち、母親において

は、人間性に対する評価が最も高く、続いて母性

性、父性性、の順で評価が下がり、女性性に対す

る評価が最も低かった。

父親について（Table3を参照）

相関分析の結果からみると、父親の４因子の性

役割得点においては、父性性と母性性、女性性、

人間性の間に有意な高い正の相関関係がみられ

た。また、母性性と女性性および人間性の３因子

の性役割の間にも有意な正の相関関係がみられ

た。特に、母性性と女性性の間に高い正の相関関

総得点 性性

人

母親と父親の各因子の性役割得点と絵得
点母親と父親の比較において、母性性
得点、女性性得点、人間性得点、総合点
の間に有意差(ｐ＜､001)があった。

Figurel
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考察 価も高くなり、より好ましい母親像として認知さ

れると考えられる。

また、各性役割評価の間の差異から、女子学生

は自分の母親に関して、まず性格的に活発で、続

いて包容力があり行動力もある母親像を持ってい

るといえる。ここで特筆すべきことは、女子学生

は母親の女性性を最も低く評価していることであ

る。これは､伊藤(1978)やその他の先行研究(平

１１１，１９９２；伊藤,1981,1986；伊藤・秋津,1983；

柏木、1972,1974；白木・福富、1989）が示唆し

ている、女性が示す女性役割の軽視の傾向を再確

認した結果と考えられる。この結果の原因として

２通りの解釈ができる。ひとつは、女性は自己の

願望としても社会的期待においても女性性を低く

評価し人間性や男性性を重視するという、女性の

性役割評価の一般的な傾向が現われたという解

釈。もうひとつは、女子学生にとっては、母親は

女性である前に保護者である親として認知されて

おり、親役割が強調ざれ女性性は認知されにくく

なるという解釈である。ところで、父親像と母親

像の発達的変容を検討した境(1993)の研究では、

中学、高校、大学と子どもの年齢があがるにつれ

男女とも、母親を全体的に－人の人間として、親

的、性的イメージを共に持つものとして認知でき

るようになると報告している。この報告に基づき

女子学生が母親を全体的に認知していると仮定す

れば、前者の解釈が採択される。しかし、今回の

結果のみで、どちらか一方の解釈だけで十分なの

か、両方が当てはまるのかの結論を下すのは早計

であり､今後ざらに詳しい検討が必要だと言えろ。

父親像について

父親について各性役割評価の間には、父性性と

母性性、女性性、人間性の間と、母性性と女性性

あるいは人間性の間に､高い正の相関がみられた。

父親に対して父性役割に関する評価力塙いほど、

母性性、女性性、人間性の各役割に関する評価も

高くなった。また、母性役割に対する評価が高い

ほど女性性役割に関する評価も高くなった。

また、父親に対する女子学生の各性役割評価間

には違いがみられ、父性性、母性性、人間性の３

つの性役割に対する評価に差はなく、この３つの

役割に比べて女性役割に対する評価が低かった。

母親像のところでも述べたように､女子学生は、

本研究は、女性の新しいライフスタイルとそこ

で求められる役割を明らかにするために役立つ

情報を得るために、伊藤（1978）の作成した

MHFscaleの性役割特性語を用いて、女子学生の

認知する母親像と父親像を把握することを目的と

した。

まず、女子学生の認知する母親像と父親像に対

する性役割評価には、父性性、母性性、女性性、

人間性の４因子が存在すること、両親それぞれの

因子構造はほぼ等しいことが明かになった。

父性性は、決断力のある・自己主張できる等の

項目から行動力を現し、母性性は、暖かい．誠実

な等の項目から包容力を現し、女性性は、色気の

ある・おしゃれな等の項目から従来から言われて

いる女性の性的魅力を現し、人間性は、明るい．

静かな等の項目から性格的な活発ざを現している

といえる。さらに、母親、父親別に、得られた４

つの性役割因子間に関して、相関と差異を検討し

た結果から、母親と父親の間で、各性役割因子に

ついての評価に異なる側面が存在することがわ

かった。

母親像について

母親の各性役割評価間には、父性性と母性性、

女性性、人間性の間と、および、母性性と、女性

性あるいは人間性の間に、高い正の相関がみられ

た。母親に対して父性役割の評価が商いほど、母

性性、女性性、人間性の各役割に関する評価も高

くなることがわかった。さらに、母性役割に関す

る評価が高いほど女性役割に関する評価も高くな

ることが分かった。

また、母親の各性役割に対する女子学生の評価

には違いが認められ、人間性に対する評価が最も

高く、続いて母性性、父性性、の順で評価が下が

り、女性性に対する評価力攝も低かった。

本研究で得られた、父性役割は、伊藤（1978）

の抽出した男性役割と人間性（Humanity）役割
を合わせたような項目で構成されている。そのた

め女子学生は、行動力を現す父性役割は、両親の

性（sex）を越えた親役割の中核となるものと捉

えていると推測される。従って､母親においても、

父性役割の評価が高くなると、その他の役割の評
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行動力を現す父性役割は親役割の中核となるもの

と捉えており、かつ、父親においては、従来言わ

れている男性性を現すものとしても認知されてい

ると推測される。従って、父親においても父性役

割の評価が高くなるとその他の役割の評価も高く

なり、より好ましい父親像として翻知されると考

えられる。

また、各性役割評価の間の差異から、女子学生

は自分の父親に関して、行動力、包容力、性格的

な活発さが同程度備わっている父親像を持ってい

るといえる。また、父親に関して女性性が全く評

価されていないことは多くの先行研究（平川、

1992；伊藤、1978,1981,1986；伊藤・秋津、

1983；柏木、1972,1974；白木・福富、1989）で

示唆されているとおり、男女に共通した男性にお

ける女性性の嫌悪という一般的傾向が、女子学生

の父親像にも影響を及ぼしていると考えられる。

母親像と父親像の比較：母親像の特徴

まず、母親と父親それぞれにおける各性役割間

の関係は、父性性役割に対する評価力塙ければ、

その他の３つの性役割に対する評価も高くなると

いう、同じパターンを示すことが明かになった。

すなわち、両親どちらにおいても親役割の中核を

なす父性役割が高く評価きれるほど、母親像ある

いは父親像はより好ましいと認知される。

また、母親と父親それぞれにおける各性役割間

の差異については、異なったパターンが認められ

た。母親では、人間性に対する評価が最も高く、

続いて母性性、父性性の順で評価が下がり、女性

性に対する評価が最も低く、父親では、女性性役

割に対する評価だけが低かった。このパターンを

比較すると次のような違いが明かになった。母親

像に関しては、性格的な活発さを現す人間性が最

も重視され、続いて包容力、行動力を現す親役割

が評価され、女性性は重要視されていない。これ

に対して、父親像に関しては、行動力、包容力、

性格的な活発さは同じように評価され、女性性は

評価されていない。この点から、母親像では各性

役割間にそれぞれ差がみられるのに対して、父親

像では、女性性以外の役割への女性性役割の軽視

の２極に分かれていることが判明した。これは女

子学生が、父親よりも母親の方をより身近なモデ

ルとして捉えているために、母親像の評価におい

ても細かな判断が行われたためと推測できる。ゆ

えに、中里（1991,1992,1994）やその他の先行

研究(小花和、１９９２；浦上・小花和、1993,1994）

が示唆する、女子学生が母親を身近なモデルとし

て認知し、自己を母親と同一視することで女性の

役割を獲得しながら自己形成を行う成熟過程の影

響が、現れていると考えられる。

さらに、各性役割評価について、母親と父親を

直接比較したところ、まず、全体的には父親より

も母親に対する評価の方が高いことが明らかに

なった。これも、やはり女子学生が母親を同一視

する成熟過程の影騨により母親をより高く評価す

る傾向が現れていると考えられる。また、父性役

割においては両親に対する評価の間に差はなく、

母性性、女性性、人間性の３つの性役割において

は、父親よりも母親に対する評価の方力塙いこと

も明かになった。母性性、女性性、人間性におい

て母親の方が高く評価されていることは、上述の

母親同一視の影響と母性性や人間性に含まれる母

性的特性が母親において強調されているためだと

考えられる。これに対して、父性性役割が母親と

父親の間で差がなかったのは、父性性役割が、男

性性、父性性だけにとどまらない親的な役割を現

す特性として、女子学生に認知されていることを

示していると考えられる。ただし、女子学生は、

母親においては父性性役割＝親役割として、父親

では父性性役割＝親役割＋男性性として、認知し

ている可能性が存在することに注意すべきであろ

う。

以上の考察から、女子学生の認知する母親像は

つぎのようにまとめられろ。現代の女子学生は、

①自己の母親に対して、性格的に活発で包容力や

行動力がある、という母親像を抱いている。②母

親に関して母性性や人間性役割を評価し、包容力

や性格的活発さを母親の魅力と認知しているが、

女性役割が現す女性的魅力については評価してい

ない。③母親に関して行動力を現す父性性、包容

力を示す母性性を高く評価し、両特性をあわせて

親的役割と認知している。

これらの母親像から、女子学生は、母親の役割

を伝統的な母性、女性としてだけ受け止めている

のではなく、活動的で力強い存在と潔知している

といえる。しかし、本研究では、女性性に対する
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評価が顕著に低いことが、母親を、親的にも性的

にも統合された一人の人間として受け止めていな

いためなのか、一般的な女性の女性件齊定の傾向

が現れているためなのか明確にできなかった。

従って今後は、母親を、母親として評価する次元

以外に、女性としてあるいは職業人として評価す

る次元を加えた上で女子学生の母親像をさらに詳

しく検討する必要があるといえる。
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